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劣化診断技術
残容量評価：容量の劣化状態の正確な把握
健全性評価：安心したEVの利用機会の提供
寿命予測 ：乗り換え等の判断への活用

EV電池の残存価値の評価への活用

EV電池劣化診断に関する実証概要

EV電池劣化診断
(残容量、健全性、寿命予測)

車両点検、
劣化診断のため
のデータ取得

劣化診断技術を用いた
電池の分析・評価

車両点検 劣化診断レポート

劣化診断
レポート発行

ビジネスモデル評価

○関電Ｌ＆ＡがＥＶのデータ取得等を行い、東芝ＥＳＳがＥＶ電池を分析・評価し、
関西電力は、参加企業・団体に対して、劣化診断レポートを無償でご提供します。

企業
・
団体

企業
・
団体



2EV電池劣化診断を活用した今後の展開イメージ

○データの蓄積および分析を継続して実施することにより劣化診断技術を向上させ、２０２４年度中
の新たなサービスの開発・展開を目指します。

サービス概要 2023年度 2024年度 2025年度

【本実証】
EV電池劣化診断

EVアセット
マネジメント
サービス

EV車両更新にかかる
投資の最適化

EVコンサルティング
サービス

電池の長寿命化等に
よる最大限のEV活用

新
サ
ー
ビ
ス

EV電池劣化
診断実証

★8/18～ 実
証
評
価

寿命予測を用いた
EV車両の最適な更新時期
のご提供

『テレマティクス技術』、
『エネルギーマネジメント』
との融合による長寿命化に寄与
するコンサルティングのご提供

・技術評価
・ビジネスモデルの
評価

データ取得・
分析
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